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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第11期
第２四半期
連結累計期間

第12期
第２四半期
連結累計期間

第11期

会計期間
自平成25年11月１日
至平成26年４月30日

自平成26年11月１日
至平成27年４月30日

自平成25年11月１日
至平成26年10月31日

売上高 （千円） 614,242 1,042,407 1,405,640

経常利益 （千円） 93,709 477,514 329,545

四半期（当期）純利益 （千円） 60,643 349,950 309,218

四半期包括利益又は包括利益 （千円) 64,304 357,127 316,928

純資産額 （千円） 1,378,907 2,062,551 1,662,591

総資産額 （千円） 1,631,371 2,613,271 2,071,501

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 12.83 71.39 65.10

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 12.40 69.75 62.73

自己資本比率 （％） 84.5 78.9 80.3

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 21,191 512,687 173,737

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △18,452 △26,533 △33,322

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 7,236 19,372 92,375

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 1,074,481 1,829,334 1,307,645

 

回次
第11期
第２四半期
連結会計期間

第12期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成26年２月１日
至平成26年４月30日

自平成27年２月１日
至平成27年４月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 5.78 35.31

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．当社は、平成27年５月１日付で普通株式１株につき３株の株式分割を行っております。前連結会計年度の期

首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期（当期）純利益金額及び潜在株式調整後１株当た

り四半期（当期）純利益金額を算定しております。

 

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が

判断したものであります。

 

(1）業績の状況

当第２四半期連結累計期間における当社グループを取り巻く環境としては、国内経済は、雇用情勢の改善や個

人消費に底堅い動きがみられるなど、緩やかな回復基調が続いております。またグローバル市場では、アメリカ

で着実な景気回復が見られるなど緩やかに景気が回復している状況にあります。

当社グループの主要な事業領域であるスマートフォン市場の市場規模が拡大するなかで、海外スマートフォン

メーカー各社がグローバルでの成長および競争を続けております。

このような状況の中で当社グループとしては、グローバル市場における海外スマートフォンメーカー及び半導

体メーカーへの営業活動を積極化させ、新規顧客の開拓や追加での案件獲得にむけて市場開拓を推進してまいり

ました。

ネットワークサービス分野では、当社グループ製品のサービス事業への展開を実施しており、当社グループの

基幹技術を用いたネットワークサービスのビジネスモデル構築に取り組んでおります。また先行的な研究開発投

資として、画像認識技術の開発にも取り組んでおり、試作・案件獲得にむけた営業活動を推進してまいりまし

た。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、継続的な円安傾向もあり、売上高1,042,407千

円（前年同四半期比69.7％増）となりました。また海外子会社を含む海外事業展開や新規事業の展開を行った結

果、営業損益につきましては428,528千円の営業利益（前年同四半期比399.8％増）となりました。経常損益につ

きましては引き続き円安傾向が続いたことにより、主として保有する外貨預金及び外貨建債権の評価替による為

替差益49,324千円を計上したため、477,514千円の経常利益（前年同四半期比409.6％増）となりました。四半期

純損益につきましては繰延税金資産を追加計上した影響で、法人税等調整額△103,141千円を計上したことにより

349,950千円（前年同四半期比477.1％増）となりました。

なお、当社の報告セグメントは単一であるため、セグメント情報の記載を省略しております。

 

なお、売上区分別の売上高は、次のとおりです。

売上区分別売上高の内訳

 平成26年10月期

第２四半期連結累計期間

平成27年10月期

第２四半期連結累計期間

金額（千円）
構成比

（％）
金額（千円）

構成比

（％）

ロイヤリティ収入（千円） 537,275 87.5 970,642 93.1

サポート収入（千円） 56,716 9.2 31,340 3.0

開発収入（千円） 20,250 3.3 40,424 3.9

合計（千円） 614,242 100.0 1,042,407 100.0

（注）上記の金額には消費税等は含んでおりません。
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(2）財政状態の分析

（資産の部）

当第２四半期連結会計期間末における流動資産は2,460,597千円となり前連結会計年度末に比べ539,918千円増

加いたしました。これは主に現金及び預金が521,688千円、仕掛品が14,757千円、繰延税金資産が102,615千円増

加し、売掛金が70,638千円、未収消費税等が29,074千円減少したことによるものであります。固定資産は152,673

千円となり、前連結会計年度末に比べ1,851千円増加いたしました。これは主に有形固定資産が3,365千円増加

し、無形固定資産が3,161千円減少したことによるものであります。

この結果、総資産は2,613,271千円となり、前連結会計年度末に比べ541,769千円増加いたしました。

（負債の部）

当第２四半期連結会計期間末における流動負債は465,204千円となり前連結会計年度末に比べ154,491千円増加

いたしました。これは主に未払法人税等が164,016千円、未払消費税等が14,698千円増加し、1年内返済予定の長

期借入金が11,136千円、未払金が11,691千円減少したことによるものであります。固定負債は85,515千円とな

り、前連結会計年度末に比べ12,681千円減少いたしました。これは主に長期借入金が12,324千円減少したことに

よるものであります。

この結果、負債合計は550,719千円となり、前連結会計年度に比べ141,810千円増加いたしました。

（純資産の部）

当第２四半期連結会計期間末における純資産は2,062,551千円となり前連結会計年度末に比べ399,959千円増加

いたしました。これは主に新株予約権の行使により資本金が17,370千円及び資本剰余金が17,370千円増加したこ

と、四半期純利益の計上より利益剰余金が349,950千円増加したことによるものであります。

 

(3）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、前連結会計年度末に比

べて521,688千円増加し、1,829,334千円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下のとおりであります。

 

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果得られた資金は、512,687千円（前年同四半期は21,191千円の収入）となりました。これは主

に、税金等調整前四半期純利益477,514千円、減価償却費22,443千円を計上したこと、売上債権の減少額70,770千

円、仕入債務の増加額4,814千円等による資金の増加、たな卸資産の増加額14,757千円、未払金の減少額8,100千

円、法人税等の支払額69,227千円等による資金の減少によるものであります。

 

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果使用した資金は、26,533千円（前年同四半期は18,452千円の支出）となりました。これは主

に、有形固定資産の取得による支出13,421千円及び無形固定資産の取得による支出13,040千円があったこと等に

よるものであります。

 

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果得られた資金は、19,372千円（前年同四半期は7,236千円の収入）となりました。これは主に、

長期借入金の返済による支出23,460千円、株式の発行による収入34,740千円があったこと等によるものでありま

す。

 

 

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

 

(5）研究開発活動

当第２四半期連結累計期間における当社グループの研究開発活動の金額は、85,321千円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 4,600,000

計 4,600,000

（注）平成27年４月14日開催の取締役会決議に基づき、平成27年５月１日付で普通株式１株を３株に分割にいたしま

した。これに伴い定款の変更が行われ、発行可能株式総数は9,200,000株増加し、13,800,000株となっておりま

す。

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成27年４月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年６月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 1,649,400 4,963,800
東京証券取引所

（マザーズ）

完全議決権株式であ

り、権利内容に何ら限

定の無い当社における

標準となる株式であり

ます。また、１単元の

株式数は100株でありま

す。

計 1,649,400 4,963,800 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、平成27年６月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により

発行された株式数は含まれておりません。
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（２）【新株予約権等の状況】
 

当第２四半期会計期間において発行した新株予約権は、次のとおりであります。

決議年月日 平成27年２月27日

新株予約権の数（個） 161

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 16,100（注）１．５．

新株予約権の行使時の払込金額（円） １株当たり 5,530円（注）２．５．

新株予約権の行使期間
自 平成29年２月１日

至 平成29年２月28日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

１株当たり 発行価格　5,530

１株当たり 資本組入額2,765

（注）５.

新株予約権の行使の条件 （注）３.

新株予約権の譲渡に関する事項
譲渡による新株予約権の取得については取締役会の承

認を要する。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 （注）４.

（注）１．本新株予約権１個当たりの目的である株式の数（以下、「付与株式数」という。）は、当社普通株式100株

とする。なお、新株予約権の募集を決議する日（以下、「決議日」という。）後、当社が普通株式につき、

株式分割（当社普通株式の無償割当てを含む。）または株式併合を行う場合には、次の算式により目的とな

る株式の数を調整するものとする。ただし、かかる調整は、新株予約権のうち、当該時点で行使されていな

い新株予約権の目的である株式の数についてのみ行われ、調整の結果生じる１株未満の端数は切り捨てるも

のとする。

調整後付与株式数＝調整前付与株式数×分割・併合の比率

また、上記のほか、決議日後、付与株式数の調整を必要とするやむを得ない事由が生じたときは、合理的な

範囲で付与株式数の調整を行う。

２．①当社が当社普通株式の株式分割または株式併合を行う場合は、次の算式により行使価額を調整し、調整に

より生ずる１円未満の端数は切り上げるものとする。

調整後行使価額＝　調整前行使価額×
1

分割・併合の比率

②当社が当社普通株式につき時価を下回る金額で新株を発行または自己株式の処分を行う場合（新株予約権

の行使による場合を除く。）は、次の算式により行使価額を調整し、調整により生ずる１円未満の端数は

切り上げるものとする。

 
既発行株式数＋

新規発行株式数×１株当たり払込金額

調整後行使価額＝　調整前行使価額×
１株当たりの時価

既発行株式数＋新規発行株式数

　上記算式において、「既発行株式数」とは、当社の発行済株式総数から当社が保有する自己株式数を控

除した数とし、自己株式の処分を行う場合には、「新規発行株式数」を「処分株式数」に、「１株当たり

払込金額」を「１株当たり処分金額」に読み替えるものする。

③当社が合併する場合、会社分割を行う場合、その他これらの場合に準じ、行使価額の調整を必要とする場

合には、必要かつ合理的な範囲で行使価額を調整するものとする。

３．新株予約権の行使の条件は以下のとおりであります。

①本新株予約権の割当てを受けた者（以下「新株予約権者」という。）は、平成28年10月期に係る当社の有

価証券報告書に記載される連結損益計算書（連結財務諸表を作成していない場合は損益計算書）におい

て、売上高が2,000百万円を超過しており、かつ、営業利益が600百万円を超過している場合、新株予約

権を上記「新株予約権の行使期間」の期間において行使することができる。

②新株予約権者は、割当日から平成29年２月28日までの間に、東京証券取引所における当社普通株式の普通

取引の終値が一度でも4,000円を下回った場合、上記①の行使の条件を満たしている場合でも、行使を行

うことはできないものとする。
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③新株予約権者は、新株予約権行使時において、当社の取締役、監査役または従業員の地位にあることを要

する。ただし、任期満了により退任または定年により退職あるいは会社都合にて退職した場合、その他正

当な理由があると取締役会が認めた場合はこの限りではない。

④新株予約権者が死亡した場合、その相続人による新株予約権の行使は認めない。

⑤その他権利行使の条件は、新株予約権者との間で締結する新株予約権割当契約に定めるところによる。

４．組織再編行為時における新株予約権の取扱い

　当社が、合併（当社が合併により消滅する場合に限る。）、吸収分割または新設分割（それぞれ当社が分

割会社となる場合に限る。）、株式交換または株式移転（それぞれ当社が完全子会社となる場合に限る。）

（以上を総称して以下「組織再編行為」という。）をする場合において、組織再編行為の効力発生の時点に

おいて残存する新株予約権（以下「残存新株予約権」という。）の新株予約権者に対し、それぞれの場合に

つき、会社法第236 条第１項第８号イからホまでに掲げる株式会社（以下「再編対象会社」という。）の新

株予約権を以下の条件に基づきそれぞれ交付することとする。この場合においては、残存新株予約権は消滅

し、再編対象会社は新株予約権を新たに発行するものとする。ただし、以下の条件に沿って再編対象会社の

新株予約権を交付する旨を、吸収合併契約、新設合併契約、吸収分割契約、新設分割計画、株式交換契約ま

たは株式移転計画において定めた場合に限るものとする。

①交付する再編対象会社の新株予約権の数

残存新株予約権の新株予約権者が保有する新株予約権の数と同一の数をそれぞれ交付するものとする。

②新株予約権の目的である再編対象会社の株式の種類

再編対象会社の普通株式とする。

③新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数

組織再編行為の条件等を勘案のうえ決定するものとする。

④新株予約権の行使に際して出資される財産の価額

交付される各新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、組織再編行為の条件等を勘案のうえ、

上記で定められる行使価額を調整して得られる再編後払込金額に上記③に従って決定される当該新株予約

権の目的である再編対象会社の株式の数を乗じて得られる金額とする。

⑤新株予約権を行使することができる期間

本新株予約権の行使期間の初日と組織再編行為の効力発生日のうちいずれか遅い日から、本新株予約権の

行使期間の満了日までとする。

⑥新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金に関する事項

本新株予約権の取り決めに準じて決定するものとする。

⑦譲渡による新株予約権の取得の制限

譲渡による新株予約権の取得については、再編対象会社の取締役会の承認を要するものとする。

⑧新株予約権の取得条項

本新株予約権の取り決めに準じて決定する。

５．平成27年４月14日開催の取締役会決議に基づき、平成27年５月１日付で普通株式１株を３株に分割にいた

しました。これにより提出日現在において、新株予約権の目的となる株式の数は48,300株へ、新株予約権

の行使時の払込金額は１株当たり1,844円、新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行価格

及び資本組入額は、１株当たり発行価格1,844円、１株当たり資本組入額922円とそれぞれなっておりま

す。また、上記３.新株予約権の行使の条件における、東京証券取引所における当社普通株式の普通取引の

終値は1,334円となっております。

 

 

EDINET提出書類

株式会社モルフォ(E25682)

四半期報告書

 7/20



（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 平成27年２月１日～

 平成27年４月30日
13,200 1,649,400 14,330 885,770 14,330 834,440

（注）１．新株予約権の行使による増加であります。

２．平成27年５月１日から平成27年５月31日までの間に、新株予約権の行使により、発行済株式総数が15,600

株、資本金及び資本準備金がそれぞれ3,748千円増加しております。

３．平成27年５月１日付をもって、１株を３株に株式分割し、発行済株式総数が3,298,800株増加しておりま

す。

 

 

（６）【大株主の状況】

  平成27年４月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

平賀　督基 東京都文京区 164,600 9.98

株式会社ＮＴＴドコモ 東京都千代田区永田町２-11-１ 60,000 3.64

高井　正美 東京都世田谷区 46,000 2.79

林　　正道 東京都大田区 41,000 2.49

ドイツ証券株式会社 東京都千代田区永田町２-11-１ 40,200 2.44

有山　拓 東京都港区 40,000 2.43

松井証券株式会社 東京都千代田区麹町１-４ 33,400 2.02

日本証券金融株式会社 東京都中央区日本橋茅場町１-２-10 32,900 1.99

ゴールドマンサックスインターナショナル

（常任代理人　ゴールドマン・サックス

　証券株式会社）

東京都港区六本木６-10-1 28,710 1.74

モルフォ従業員持株会 東京都千代田区西神田３-８-１ 21,300 1.29

計 － 508,110 30.81
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成27年４月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式1,647,300 16,473

完全議決権株式であり、

権利内容に何ら限定の無

い当社における標準とな

る株式であります。ま

た、１単元の株式数は100

株であります。

単元未満株式 普通株式　　2,100 － －

発行済株式総数 1,649,400 － －

総株主の議決権 － 16,473 －

 

②【自己株式等】

平成27年４月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

－ － － － － －

計 － － － － －

 

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成27年２月１日から平

成27年４月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年11月１日から平成27年４月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成26年10月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年４月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,307,645 1,829,334

売掛金 491,310 420,671

仕掛品 3,887 18,644

前払費用 12,148 13,367

未収消費税等 29,074 －

繰延税金資産 74,497 177,112

その他 2,116 1,468

流動資産合計 1,920,679 2,460,597

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 43,111 40,177

工具、器具及び備品（純額） 17,036 23,336

有形固定資産合計 60,148 63,513

無形固定資産   

ソフトウエア 26,172 24,738

その他 2,359 632

無形固定資産合計 28,531 25,370

投資その他の資産   

敷金及び保証金 62,077 62,569

その他 64 1,219

投資その他の資産合計 62,141 63,789

固定資産合計 150,821 152,673

資産合計 2,071,501 2,613,271

 

EDINET提出書類

株式会社モルフォ(E25682)

四半期報告書

11/20



 

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成26年10月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年４月30日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 14,214 19,028

1年内返済予定の長期借入金 47,416 36,280

未払金 105,875 94,183

未払法人税等 17,764 181,780

未払費用 15,296 14,623

前受金 78,600 84,513

未払消費税等 － 14,698

その他 31,545 20,096

流動負債合計 310,713 465,204

固定負債   

長期借入金 75,094 62,770

繰延税金負債 3,340 2,813

資産除去債務 19,762 19,931

固定負債合計 98,196 85,515

負債合計 408,909 550,719

純資産の部   

株主資本   

資本金 868,400 885,770

新株式申込証拠金 － 6,176

資本剰余金 817,070 834,440

利益剰余金 △41,459 308,491

株主資本合計 1,644,010 2,034,877

その他の包括利益累計額   

為替換算調整勘定 18,580 25,757

その他の包括利益累計額合計 18,580 25,757

新株予約権 － 1,915

純資産合計 1,662,591 2,062,551

負債純資産合計 2,071,501 2,613,271
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年11月１日
　至　平成26年４月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年11月１日
　至　平成27年４月30日)

売上高 614,242 1,042,407

売上原価 174,210 236,132

売上総利益 440,031 806,275

販売費及び一般管理費 ※ 354,297 ※ 377,747

営業利益 85,734 428,528

営業外収益   

受取利息 104 128

為替差益 8,365 49,324

その他 17 178

営業外収益合計 8,486 49,631

営業外費用   

支払利息 511 644

営業外費用合計 511 644

経常利益 93,709 477,514

税金等調整前四半期純利益 93,709 477,514

法人税、住民税及び事業税 33,460 230,706

法人税等調整額 △394 △103,141

法人税等合計 33,066 127,564

少数株主損益調整前四半期純利益 60,643 349,950

四半期純利益 60,643 349,950

 

EDINET提出書類

株式会社モルフォ(E25682)

四半期報告書

13/20



【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年11月１日
　至　平成26年４月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年11月１日
　至　平成27年４月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 60,643 349,950

その他の包括利益   

為替換算調整勘定 3,661 7,176

その他の包括利益合計 3,661 7,176

四半期包括利益 64,304 357,127

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 64,304 357,127

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年11月１日
　至　平成26年４月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年11月１日
　至　平成27年４月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 93,709 477,514

減価償却費 47,826 22,443

受取利息 △104 △128

支払利息 511 644

為替差損益（△は益） △4,452 △9,697

売上債権の増減額（△は増加） △26,659 70,770

たな卸資産の増減額（△は増加） 4,887 △14,757

仕入債務の増減額（△は減少） △6,309 4,814

未払金の増減額（△は減少） △1,958 △8,100

前受金の増減額（△は減少） △11,888 5,912

その他 △27,510 32,993

小計 68,052 582,410

利息の受取額 104 128

利息の支払額 △496 △623

法人税等の支払額 △46,469 △69,227

営業活動によるキャッシュ・フロー 21,191 512,687

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △9,347 △13,421

無形固定資産の取得による支出 △10,436 △13,040

貸付金の回収による収入 487 －

敷金及び保証金の差入による支出 △798 △71

敷金及び保証金の回収による収入 1,642 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △18,452 △26,533

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 △19,254 △23,460

株式の発行による収入 26,490 34,740

新株予約権の発行による収入 － 1,915

新株式申込証拠金の払込による収入 － 6,176

財務活動によるキャッシュ・フロー 7,236 19,372

現金及び現金同等物に係る換算差額 8,198 16,161

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 18,173 521,688

現金及び現金同等物の期首残高 1,056,308 1,307,645

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 1,074,481 ※ 1,829,334
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【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち、主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成25年11月１日
　　至 平成26年４月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成26年11月１日
　　至 平成27年４月30日）

給与手当 67,933千円 85,835千円

研究開発費 81,472 85,321

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のと

おりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成25年11月１日
至 平成26年４月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成26年11月１日
至 平成27年４月30日）

現金及び預金勘定 1,074,481千円 1,829,334千円

現金及び現金同等物 1,074,481 1,829,334

 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成25年11月１日　至　平成26年４月30日）

１．配当に関する事項

該当事項はありません。

 

２．株主資本金額の著しい変動

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成26年11月１日　至　平成27年４月30日）

１．配当に関する事項

該当事項はありません。

 

２．株主資本金額の著しい変動

該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成25年11月１日　至　平成26年４月30日）

　当社グループは、ソフトウェア・ライセンス事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成26年11月１日　至　平成27年４月30日）

　当社グループは、ソフトウェア・ライセンス事業を行っておりますが、事業セグメントを区分開示する重要

性が乏しいため、報告セグメントは単一であり、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成25年11月１日
至　平成26年４月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成26年11月１日
至　平成27年４月30日）

（１）１株当たり四半期純利益金額 12円83銭 71円39銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 60,643 349,950

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 60,643 349,950

普通株式の期中平均株式数（株） 4,727,065 4,902,006

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 12円40銭 69円75銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 162,072 115,023

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －

（注）　当社は、平成27年５月１日付で普通株式１株につき３株の株式分割を行っております。前連結会計年度の期

首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額を算定しております。
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（重要な後発事象）

当社は、平成27年４月14日開催の取締役会の決議に基づき、平成27年５月１日付で株式分割を行っております。

 

１．株式分割の目的

当社の最近の株価動向を踏まえ、株式分割により、当社株式の投資単位あたりの金額を引き下げ、投資家の皆様

により投資しやすい環境を整えるとともに、当社株式の流動性の向上および投資家層の拡大を図ることを目的にし

ております。

 

２．株式分割の概要

（１）分割の方法

平成27年４月30日を基準日とし、同日最終の株主名簿に記載または記録された株主の所有普通株式１株につ

き３株の割合をもって分割いたしました。

 

（２）分割により増加する株式数

① 株式分割前の発行済株式総数 1,649,400株

② 今回の分割により増加する株式数 3,298,800株

③ 株式分割後の発行済株式総数 4,948,200株

④ 株式分割後の発行可能株式総数 13,800,000株

 

（３）分割の日程

① 基準公告日 平成27年４月15日

② 基準日 平成27年４月30日

③ 効力発生日 平成27年５月１日

 

３．新株予約権行使価額の調整

今回の株式分割に伴い、当社発行の新株予約権の１株当たりの行使価額を、平成27年５月１日の効力発生と

同時に、次のとおり調整いたしました。

銘柄名 調整前行使価額 調整後行使価額

第３回新株予約権 1,300円 433円

第４回新株予約権 1,650円 550円

第５回新株予約権 2,450円 817円

第６回新株予約権 2,450円 817円

第１回有償ストック・オプション 5,530円 1,844円

 

４．１株当たり情報に及ぼす影響

当該株式分割が前連結会計年度の期首に行われたと仮定した場合の１株当たり情報は、以下のとおりであり

ます。

項目
前第２四半期連結累計期間
（自　平成25年11月１日
至　平成26年４月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成26年11月１日
至　平成27年４月30日）

１株当たり四半期純利益金額 12円83銭 71円39銭

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
12円40銭 69円75銭

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社モルフォ(E25682)

四半期報告書

18/20



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

 平成27年６月12日

株式会社モルフォ  
 

 取締役会　御中  

 

 

 有限責任監査法人　トーマツ 

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 水上　亮比呂　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 淡島　國和　　　印

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社モル

フォの平成26年11月１日から平成27年10月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成27年２月１日から平

成27年４月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年11月１日から平成27年４月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社モルフォ及び連結子会社の平成27年４月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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